
                           

 お 知 ら せ  
記者発表資料 平成２４年５月２９日  

                   配 布 日 時        １４：００ 
■ 同時発表先：合同庁舎記者クラブ、岡山県政記者会、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、 

山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者クラブ、中国地方建設記者クラブ 

「瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会」 
・瀬戸内・海の路ネットワーク災害時相互応援に関する協定締結式 
・第１部 平成２４年度総会 
・第２部 第６回瀬戸内海首長サミット  の開催について 

 
平成２４年６月１日（金）大分県別府市において「瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会
（通称：海ネット）会長：入山欣郎（大竹市長）」（別紙３参照）は、瀬戸内・海の路ネット
ワーク災害時相互応援に関する協定（海ネット協定：別紙２参照）締結式、平成２４年度総会
及び第６回瀬戸内海首長サミットを開催します。 
 
○ 日 時   平成２４年６月１日（金）   １３：４０ ～ １８：００ 
 

○ 場 所   別府亀の井ホテル（別府市中央町５－１７ TEL 0977-22-3301） 
 
○ 行 事 
【海ネット協定締結式】１３：４０～１４：０５ 
・締結状況の報告、記念撮影 
【開 会】１４：４０～１４：５５ 
・開会挨拶 瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 会長 入山 欣郎（大竹市長） 
・来賓挨拶 国土交通省 大臣官房技術参事官       福田  功 
【第１部】１４：５５～１５：１０ 
・平成２４年度総会 
【第２部】１５：２５～１８：００ 
・ 第６回瀬戸内海首長サミット「瀬戸内・海の路の利用振興・防災ネットワーク機能の 
強化に向けて」 
参加予定首長（別紙１参照） 
 

※ 当日、会場には報道者席を用意しておりますので、受付にお申し出下さい。 
＜問い合わせ先＞  
 瀬戸内・海の路ﾈｯﾄﾜｰｸ推進協議会事務局（中国地方整備局港湾空港部内） 
【担 当】中国地方整備局 港湾空港部 ０８２－５１１－３９０８（直通：平日・昼間） 
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【広報担当窓口】           ０８２－２２１－９２３１（代表：平日・昼間） 
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（内線2117） 
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（内線3114） 



                           
(別紙１) 

 
◎ 第６回瀬戸内海首長サミットに出席される首長（予定） 
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防災ネットワーク機能の強化を視野に入れた瀬戸内・海の路の利用振興の取り組み
～瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会～

（目的）
第１条 この協定は、瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会（海ネット）を構成する会員

のうち、この協定を締結した会員（海ネット共助会員）が、海ネット共助会員の地域
において地震等による災害が発生し、被災会員独自では十分な応急対応が出来
ない場合に、主に海の路を介した連携により、相互に救援協力し、被災会員の応
急及び復旧対策を円滑に遂行することを目的に締結するものである。

＜省略＞
（協定の実効性の確保）

第12条 海ネット共助会員は、平素より相互に海の路を通じた交流・連携の推進を図り

つつ、協定の実効性の確保に努めるものとする。

瀬戸内・海の路ネットワーク災害時相互応援に関する協定（海ネット協定）の締結

◎28会員（22市5町1村）でH24.3.29に締結

＊さらに6会員が5月22日に加入

（大阪府）貝塚市＊、◎高石市＊、◎岬町

（兵庫県）姫路市、南あわじ市＊、播磨町

（和歌山県）海南市

（岡山県）◎玉野市

（広島県）◎竹原市、三原市、尾道市、◎大竹市、廿日市市、◎江田島市、
坂町

（山口県）◎下関市＊、◎宇部市、山口市、◎防府市、◎光市＊、柳井市、
◎山陽小野田市＊、周防大島町

（徳島県）小松島市

（香川県）高松市、丸亀市、坂出市

（愛媛県）松山市、◎八幡浜市、新居浜市、西条市、大洲市、上島町

（大分県）◎姫島村

注）◎印は、海ネット防災協定締結式に参加する市町村

（別紙２）



                           
（別紙３） 

◎ 瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 
 
〔協議会の概要〕 
設立：平成３年５月 
 
 協議会活動指針（平成18年決議） 
  ●高速海上交通時代に対応した今日的意義のある「海の路の構築」並びに地震・津波に

対応した防災ネットワークの整備 
●失われた干潟、藻場の再生や災害、荒廃によるはげ山の修復等の瀬戸内海の環境創造 
●瀬戸内海の景観、歴史、文化、食、街並み等インバウンド観光時代における瀬戸内の
魅力発信 
 
現会員数：１０７ 市町村（市町村長） 

１１ 府県（港湾担当部局の長） 
９ 国土交通省関係地方支分部局 

合計 １２７ 団体（平成２４ 年３月現在）  
 
 主な活動成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「リフレッシュ瀬戸内」 
海浜清掃活動。平成5年の開始以来、延
べ約168万人が参加、約1万7千トンのゴ
ミを回収。 

○「みなとナビせとうち」 
瀬戸内海航路の運航状況を、インターネッ
トでリアルタイムに情報発信。 

○漁港や予備船を活用した「瀬戸内・海の路
の利用振興」モニターツアーを実施。 
(平成24年3月18日) 

○愛媛県新居浜市にて開催された、「中四国・
瀬戸内クルージングサミット」の活動を支援。 
(平成23年7月3日) 


